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　　　　　　　第 1 章　緒 　　言

　過 去に於て ，生體 の 末稍血管の檢査 と云 え ば殆

ど網膜 と爪床 の 血管所見 に の み注意が拂 われ て來

た 。網膜所見 1ま腦血 管の性妝 を知 る上か ら は 重要

な診斷的價値 を有する が ， 普通 の 場含 ， 毛細血 管

の 形態 を充分 に 知 る こ とが 出來な い ．叉 ， 爪床 血

管は細動 靜脈 の合流部 で あつ て 貫の 毛細血管 で は

な い ．そ れ に 反 して 眼球結膜血管 は觀察及 び撮影

が簡單に 行 い 得 ， 毛細 」血管 の 形歌 も知 り得 る の で

」血管 の 變化 を知 る上 に重要 な も の で ある． こ の 點

に着百 して最初 に Landesmam 他1） （1954） は 中

毒症 の 限球 結膜 血管の 觀察及び撮影 を行 い 報告 し

た が ， 私 も又 ， 自己 の 考案に な る眼球結膜 血管撮

影裝置 を用 い ， 主 として撮 影寫眞によ り所見 を逍

究す る こ と xL た ．薯者2） （昭 31） ｝ま既 に高血壓

症患者の所見 を報告 した が ， 次 い で 妊娠中毒症 の

所見 を逍究 す る 目的 で ， 先 ず正 常非 妊 ， 妊 ， 産 ，

褥婦 の 所見 に つ い て檢査 を行 い ， 知見 を得 た の で

こ S に報告す る．

　　　　　　　第 H 章　檢査方法

　第 王節　撮 　影

　被檢者に先ず結膜炎 の ない こ とを確め ， 20倍率の顯微

鏡 に 國産 1 眼 レ 7 カ メ ラ 「ア サ ヒ レ フ 」 を 装着
L
し，焦點

調整用照明 に は 10W螢光燈を使用 し， 撮影用採光 として

は 初め ドイ ツ 製 「メ カ プ リツ ツ ユス トロ ボ ヲ イ トを，後に

は 著者改良 の 國産 ス ト ロ ボ ヲ イ ト を使用 した．撮影 フ ィ

ル ム は 主 と して ミ ＝ コ ピ ィ フ ／ ル ム を 用 い ， 時 に 天然色

フ ィ ル ム を使用 した．1囘 の 撮影 に は フ ィ ル ム を10枚以

上使用 し，細血管を約 500倍に蹟大して 判定 した ．撮影

部位 を 選ん だ が ， 撮影 に便 利 な外皆部 を最 も多 く使用 し

た．

　第 2 節　判　定

　第 工項　血管 の 匯別

　血管は 脈搏 に應 じて 他動的に脈動 し て い る．第 1圖 の

矢印V に示す如 く， 太く濃い 影 燥は 細靜脈であ り，そ れ

と殆 ど並行 して，比較的直線的 に 走 る 細 い 矢 印 A の影像

は細動脈で ， こ の 兩者よ り分枝す る無數の細い影像の矢

　　 　　　 　第 1 圏 　 眼 球 結 膜 血 管所 見

　後 ， 靜，26 歳，才…婚

矢 印 A は 細 動 脈，V は 細 靜 脈 ，
　 C は 毛 細 血 管

N 工工
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’
， 非 妊，妊，座，褥 婦 眼 鳶 結 膜 血 管 の 顎

宀
欖 撮影 口産婦 誌 8 卷 7 ♂↓こ

，印 C ｝ま毛細管 詳であ る．所見 の 判定 は主 と して 此 等の 血

管 の 形状 の 變化及び管徑 の 麦化を基準 と し 〆こ．

　第 2 項　所見 の 置嬲

　 A ．細動脈の 變化

　細動脈 の 變化 の 主 な も の は 攣縮験と細狭像 で あ る．
’
Landesmann 他

1） （1％ 4） は細動脈 の 攣縮 を 3 度に分け

』
て，血管の 波動性摶動が凪常 よ りも尢進 して い る もの を

，2J　1 度 ， 細動脈の 一部分 が攣縮 の た め に 切 斷 ざれ た 如 く

児 え，そ の 爾端が 球状 を な すもの を第 豆度 と し．細動脈

が廣い 領域に亙 つ て，不揃 い な大 きな球状捶大を 示 すも

・の を第皿度 と し た．私の 鶴察に よ れば こ の 分 類法 は 正 常

の 血管運動と第 王度攣縮 との 鑑別判定 が曖昧で不 可能で

あ り，叉，大 き な球状腫大 は 高度 の 高血 壓症患者 二 も殆

ど認 め ら れ な か っ た の で，私は容觀的 に區別す る た め に，

細動脈の
一

部 分 が 急 に切斷さ れた 様 な 形 態 を 示 し，そ の

濔端 が 擴大 して 見 える 状態 （Landes隙 ann 他
L ｝ の 第 L／

度に略々 相當す る）が 20倍蹟大撮影 の
一

覗野中 に ， 極 く

・一
部 に だ け 認 め られ る も の を第 1度 と し， 覗野 全般に 亙

．
り多數認 め られ る もの を 第 盟度 と し， そ の 中間 に位 す る

も の を第 聾度 と し た．一
般 に 細動脈 の 管徑の 太 R

． itk並 行

．に 走 る細動脈 の 管徑 の 太 さ に 略々 比例す るが ， 或 る 場合

には 太 い 細靜版 に並 行す る 細勤脈が全長に亙 り， 著 し く

細狭 とな り，時に は そ の 形態す ら識別 しが た い 状態を 示

す も の があ る。こ れを 私 は 紐勤脈の 細狭像 と呼ぶ こ と に

した．多 くは極度 の 局所貧1血に伴 うも の で あ る。

　 B ．　系田靜脈の 變：ヒ

　 細諍脈 の 變化 の 主 な もの は ， 顆粒状喙，欝脈璢像，蛇

行像の 3フ で あ る。顆粒賦像 とは 細靜脈中の 血流が彳个仔

して ， 赤血球 が 塊状 となり管壁 を 滿 た さな い 爲 に ， 外 爿

上 ， 顆粒状 とな り，此 が 連續する と連鎖状球菌 の 如 く見

え ， 細 1脈 が 寸斷 ざ れ た よ うな外觀を呈す る．私 は こ の

所見をそ の 程度に よ り第 亙度，第 E度 ， 第 皿度に分けた

が，そ の 判定 の 基 準 は細動脈の 場合と［甫じであ る．細鐸

・脈瘤像 とは細靜脈の
一

部 が 異常 に 擁状に蹟大 して い る も

の で ， 特殊 の 高 lfiL壓症 に の み認め られ血管壁 の 器質的變

化 （硬化） を 示 す と考え ら れ る。叉 ， 蛇行 像 と1，ま細靜脈

が 延長 して屈曲蛇行 し ， 時 に は コ イル 状 を呈 す る こ とが

、あ る．私 は 此等 の靜脈瘤像及 び 蛇行像 を 8 度 に區分 し た

が，そ の 區分基 準 は細動脈攣縮像の場合 と同様であ る．

　 C．毛細1血管の 變化

　 毛細 血管 の 變化中 ， 主 な も の ば 、 顆粒状像 ， 蛇行像及

び 局所貧血 像 の 3 つ で あ る。

　 毛 細 血管は そ の管徑が著 し く狭 い の で s 血 流 が 徐行 す

る と，漣鑽状球菌の 様なタト観を 呈
’
タる。こ れを顆粒状像

と呼 ぶ が ， む し ろ，鎖状像と呼 ぶ 方が 適
．
切な程であ る．

又 ， 蛇行像も毛細 1｛Li管では 宛 力丶 も コ イル の 如 くに 捩 れ た

外觀を呈す る。私 は こ れ等 の 逮化も細動脈攣縮像と同瀧

な
一
：別 基 準 に從 っ て 3 度 を　 1分 した．叉，局所貧1釦象と

は ， 毛細血 管が 減少，叉 は ，消失 した か の 感 を呈 す る も

の を云う。但 し， 毛細血 管 の 數 は 部分的に は 多少の 差違

が あ る の で ， 實際に こ れ を L巳礁に判定す る に は同 じ部分

を 逐時的 に 數 の 變化 を比 較 しな け れ ば な らな セ・。然 し．

こ ：tは 訳
難 だ か ら，私，：こ の局听貧血 の 程度を區分す る

た め に 慎 亟を期 し， 2G倍漬大
一一・

覗 野中に 毛細．血管 が 全 く

認 め られ な い か，叉 は，極 め て稀 1こ の み 認め られ る も の

を第 H．童 と しe 著 し く數を 減 じて 認 め られ る もの を第 1

度 と した．

　　　　　　　第 讎 章 　強査戒績

　第 工節　非如≡婦

　高血 壓 を有 しな い 健康成熟婦 人 20名 にっ き撮影 し判定

した 結果 の 頻没 を 第 2 圖 に 示 す． Landesmann 他
・a｝

α953）及 1ジ著者 D 〔昭 3／）は 月經期ぱ 1血管 に 著 しい 變化 を

及 ぼ す と述 べ たの で，木洌に於 て は ， 月經期 の もの は搬

査 鬢 照 か ら除外 した．

　第 2節　妊娠初期 ， 中期及び後期

　東北 大躯産科外來妊婦の 中で ，

一
般 一

；察 の 結果，異営

赴認 め な い 正 常妊娠 裂 ， 3 ， 4 ヵ 月 の 20側の 撮影判定 つ

｛9 黒モ ♪頻蕊 渉布 は 第 3圃 1、一示 し， 妊娠 5
，
6

，
τヵ 月 の

妊婦 30例の 結果 は第4 圖 匹 示 し，妊娠 8 ， 9 ，
10ヵ 月 の 妊

婦55例 につ い て の撮影判定 の 結果 そ の 頻度分布 は第 5画

に 示 す．こ の 中に は 分娩開始の も の は 含 ま れ て い な い ．

穿 2 國　正 常 非 妊 婦 に 於 　　牽 3岡　妊 娠 初 期 に 於

け る 所 見 の 分 布 率（％ ）　　 け る 所 見 の 分 布牽（％ ）
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第 4 圖 　 妊 娠 申 期 に 於 け

　 る 所 見 の 分布 率 （％ ）
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第 5 圓　妊 娠 後 期 に 於

け る所 見 の 分 布 率 （％）
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第 6 圖　 正 常分 娩時 に 於
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第 7 圖 産褥 初 期 に 於

け る 所 見 の 分布率 （％）
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第 8 圖 　産褥 申 期 に 於

け る所 見 の 分布率（％ ）
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第 9 圖　産褥 後 期 に 於

け る 所 見 の 分 布 率 （％ ）
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　第 3 節　分娩時及び産褥期

　東北大學産科 に 入 院 し，

一般診祭 に よ り異 常 を認め な

い 妊娠10ヵ 月で分巍第 1期の正常産婦2啼 藍に っ い て s 陣

痛間歇時に 撮影判定 した結果 は 第 6 圖の 通 りであ る．次

で ， 妊娠10カ 月で正 常分娩 を遂げ ， そ の 後 ， 正 常 の 經過

を辿っ た産褥 3 日 目迄を假 に産褥初期 と呼び， そ の 20阿

に つ い て の 成績は第 7圖 に示す．産褥 4 日 目よ り 7 口 目

迄の 褥婦 20例を假に産褥中期 と して そ の 結果を第 81劃に

示 す．更 に産褥 8 日 目よ り10ロ 目迄を帳 に産褥後期 と呼

び，そ の 20例 の 鰻察結果は第 9 圖に示す．

　　　　　　　第 Iv　x 　總　　括

　 以．一ヒ， 正常妊婦 の 各時期 の 結果 を綜覽一括 し ，

各變化 の 時期的推移 を要約 す れ ば 次 の 通 りで あ

る．

　　（1）　細動脈 の 變化 の 推移 （第10鬪）

　細動脈の攣縮第 工度 の 變化 が認め られ るも の は

非妊姙 に 10％あっ たが ， 妊娠初期で も ユ0％ で大差

な く， 妊娠ボ進 む に つ れ てや ン 多 く13〜17％ とな

り ， 分娩期 に 20％ で 最大 とな り， 更に攣縮第 皿度

の もの 5 ％ も加わ り， な お ， 細狹像 5 ％も加わ つ

た ．然 し ， 産褥初期 に は 攣縮第 王度 が 10％ ， 細狹

像 5 ％に減 じ， 産褥中期 に なれ ば第 1度が 10％ あ

る の み で産褥 の 經過 と共 に 正常に復 した 。卸ち ，

細狹像 は分娩期及 び産褥初期に の み 5 ％に ， 攣縮

像第 狂度 は分娩期 に の み 5 ％ に認 め られ た の で あ

る．

）OLI

θσ

604020

第10圖　組動臙所見 の 推移

斐 霧琴覆麓霧零霍

σ農

叡度

∬歴

皿度

細狭像

　 （2）　細靜脈顆粒 状像 の推移 （第11岡）

　 こ の 所見 の認 め られた もの は 非妊婦 で は第 1度
15％・第 皿度 5 ％ で あ る の に，妊娠初期 で は第 1

度25％ ， 第 1度 10％ と増加 し ， 妊娠 中期 で は第 1

度17％ ， 第 1 度2G％で ，第 皿度が増加 し ，妊娠後期
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で は第 1度 29％ ， 第 幵渡18％ ， 第 盟度 2 ％ で ， 本

所 見出現頻度は夏 に増 加 し， 分娩期に は第 1度45

％ ， 第 H 度20％ と更 に増加 を辿 り， 塵褥初期 に は

第 1炭40 ％ ， 第 ユ度30％ で 最高 とな り， 産褥 中期

で は第 1農35％ ， es　」．　N2e％ で 何 れ も減 少 を示

し， 産 褥後期で は第 1度25％ ， 第 丑度10％ で 巌褥

の 經過 と共 に減少 す る ．第 皿度 は妊娠後期 に の み

5 ％ に 認 め られ た 。
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　 （3） 細靜脈蛇行像 の 推移 （第ユ2圖）

　 こ の 所見 の認 め られ る も の は 非妊婦で は 第 ｝度

2D％ ， 第 1度 5 ％ で ある が ， 妊娠初期 で は第 1度

40％ ， 第 幵度 10％ ， 第 皿度 10％で 著 しい 増加 を示

す が ， 妊娠 申期 で は第 1度27％ ， 第 皿度27％ ， 第

皿度 7 ％で あ り， 妊娠後期 に は第 IE｛15％ ， 第 1

度 15％ ， 第 惟度 4 ％で ，逆 に減 少 を示 し 分 娩時

に は第 1度 葡 ％ 7 第 且度25％で ， 所見 の發現頻度

は 再 び増加 し ， 産褥初期 で は 第 1度 40％ ， 第 11度

2Q％ ， 第 櫪度20％ で 更 に増加 し産褥中期で は第 1

度30 ％ ， 第 正度10％ ， 第 皿度20％ で著 しい 減 少 を

示 し， 産 褥後期 で は 第 丁度 35％ ， 第 豆度35％ ， 第

皿度 10％ で發現頻度は 増加 を示 した ．

　 　 　 　 第 L2圖 　維 靜脈 蛇 行像 の 推移
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　 （4） 毛細 血管霖粒状像 の 推移 （第 13圃）

　 こ の 所見 の 認め ら壼「、るも の は 非 妊婦 で は第 膏度

30％ ， 第 豆度］0％ で ある が ， 妊娠初期 に は第 1度

35％ ， 第 上度 25％ に増加 し，妊娠 中期 に は第 i度

33e／o ，　第 Tl度27％ ，　第 皿［度 209／0 と更 レこ著 し く増方匠

し， そ の後 ， 妊娠後期 に は第 工度 38％ ・ 第 ｝度27

％ ， 第 皿度 13％ ， 分娩時 に は第 1度40％ ， 第 1 度

20 ％ ， 第 ll虜 5％ と磐 しい 變動 よ認 め られず ， 産

褥初期 に は第 工度20 ％ ， 第 皿度40％ ， 第 皿度25％

で 最高 とな り産 褥中期に は第 1度25％ ， 第 豆度20

％ ， 第 皿度15％ と減 少 を示 し ， 産褥後期 に は第 1

度25％ ，第 ｛［度20％ と な tp　7 非妊婦 の所見 に 稱 辷

近 くなる 。
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　 （5）　毛細 血管蛇行 状像 の推移 （第 14囮）

　 こ の 所見 の認 め られた も の は 非 妊婦 で は第 1度

20 ％ ， 第 亙度 10％ で あ り， 妊娠初 則で は第 1度 ヱ5

％ ， 第 正度35％ ， 第 皿度 10％ と著 し い 増加 を 示

しs 妊娠中期で は第 ｛度23％ ， 第 正度27％ ， 第 皿

度20％ と更に落 しい 増加 を示 し，妊娠後期 で は第

工度26％ ， 箪 1 度20％ ， 第 皿度 18％ で 稍 ≧減 少

し，分 娩時 で は 銘 1度2D％ ， 第 豆度30％ ， 第 並度

10％ で 著 しい 變動 は認 め られ ず，産 褥初期で は第

1度 25％ 」 第 皿度45％ ， 第 皿度 ユ5％で ， 再 び著 し

り像行蛇血細毛 移推

褥
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レ寸曽加 を示 し ， 産褥 中期 に は第 王度 10％ ， 第 五度

・35％， 第 選度10％ と再 び箸 し く減 少 し， 産褥後期

に は第 1度25％ ， 第 亞度25 ％ ， 第 翌度 15％ と頻度

の 増加 を示す．

　 （6）　局所貧血 像の 推移 （第15圖）

　 こ の 所見 の 認 め られ た もの は 非妊婦及び妊娠初

期 で は第 工度10％で殆 ど變 りな く， 妊娠 中期 で は

第 1度37％ と著 しい 増加 を示 し ， 妊娠後期 で は第

1度 22％， 第 且度 4 ％ と第 皿度 が 少數 に 認め ら

れ ，分娩時で は第 1度 55％ ， 第 豆度20％ と最高 を

示 し， そ の後 ， 産 褥初期で は第 工度40％ ， 第 豆度

10％ ， 産褥 中期で は第 互度20％ ， 産 褥後期 で は 10

％ と， 産 褥 の 經過 と共 に減少 し， 産褥後期 に は 略

1非妊婦及 び妊娠初期 と同 じ程度 に歸 る よ うで あ

る ．

f，3c80600042
第 15圖　 局 所貧 血 像 の 推移

o
　 非 妊 妊 妊 分 褥 褥 褥
　 妊 初 中 後 娩 初 中 後

第 V 章 結 　 　論

　私 は 眼球結膜血管 の 變化 を顯微鏡 渡大撮影所見

に よ り判定 する方法 を試 み ， 正常非妊 ， 妊 ， 産 ，

褥婦 を檢査 し， 概要次 の 樣 な事實 を知 り得 た ．

　1．　 眼球結膜 血管は正常妊娠 ， 分娩 ， 産褥 に ょ

つ て も薯 しい 變化 を示すが ， こ の 樣 な變化 は 從來

眼 底所見 で は容易 に ， 叉 ， 明白に は 認 め られ な い

とこ ろ で ある．

　2．　 こ れ等の所見 の 中で ， 妊娠 ， 分娩 ， 産 褥 の

經遇 に 略 辷關蓮 して推移す る と思 わ れ る所見 は細

動脈攣縮像及 び細狹像 ， 細錚脈 及 び 毛細1血管 の 顆

粒歌像 及び局所貧血像 で あ る．

　3．　 こ れ等 の細血 管 の 所 見群が正常默態 に 於 て

最 も著明に 椙現す るの は分娩期及 び産褥初期 （假

稱） で あ る．

第 L6鬮　粫 諍脈顆 粒 歌像（V ）

　 毛 細 血 韓類 粒 瓶 燦 （C ）

佐， フ ，26嵐 妊 娠 8 カ k ，
血 厘

Iz2
／Gs ， 蛋 白 ， 洋 腫 な し．

　　 　第 17圖　細 動 脈 攣 縮 像 （A ）

細 靜胝黷粒 ∫伏像（Va ）， 細 靜 脈 蛇 行 1象（Vb ）

鑼糶 、

灘覊 爨 灘
　 　 　 　 竹，　と，29歳，妊 敷 ⊥0ヵ 月，

　　　　 」血犀… 14Zfgo ，蛋 白，亳孚腫 な し ．

　 　 第 18匯鉦　高度顆粒爿丿こ像

（矢 印 V は 細靜脈，C は毛 細 血 管）

高，幸 ，2，2歳，産 褥 第 1 日 目

血 壓
140

／s6 ，蟹 白，淳腫 な し．
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第 19図　 高 度 局 訴 貧 血 像
1　ナ　「　「　　　，　　　　　’　6　電　挿　「 7

　 小，て ，217歳．妊 娠 1〔｝刀 月，分薙 第 1期

　　　 血置 1461az
， 鰲 自 （

一
），浮 置（一）

矢 印 は 高変 の 細 靜 脹 顆 粒歌像 を 示 し，細 潮 脈 も

毛 細 血 管 も殆 ど 認 め ら れ な い ．

第 21 鬪　參考 廁眞 （矢 印 は 小 出 血斑 像）

田 ， 稻 ， ε 郵 歳，高血 壓症

位L】塾　　
li：01125 ，　　蛋 自 （F ÷）

第20画 　嚢 考 完 眞 （高 血壓 症 ）
　倣筆 に 尊 か

， 御懇篤 な 御指導・， 御校閲 を 賜 つ た ぎ師篠

田 教 最 並 び に 既家 助散 授 に 深 甚 な謝 意 を 捧 げ，撮 影 に 協

力 さ れ た ．繭 匕大 學 工 學 部 式 内／
t
卜八 郎 先生 孜 び 小 林 昭一一氏

に 感謝 す る．

　　　　　　　　　 引 用丈獻

1）L飽 ‘趣 窺 ¢ 翻 他 r　S气　m ．J．　Oi）st．＆ Gynec ．
，
｛；s：ITG

，

工e．　54．− 2）菊 田 ： 臨 床 限科 ，亘o卷 ， 昭 31 に 掲 載 豫

£ ，一一f；／1、醐 ‘Zβ∫多照 制 他 ： AmJ ，　ODLt ．＆ Gyr

ec ．，66 ：988，195と〜．　− 4）　蔘軒田 ：　 臨 婿産 ，　ユ0卷，　」琶

31に 掛 孟 豫 定。

　　　　　　　　 （ND ．1驚 　昭 ：il ・：1卍 受 付 ）

　 十 ，勇 ， δ 53歳 ，rtL壓 呂 °゚1115，贋 自 （
一

）

A は 細 重」脈 攣 縞 像，Vu は 細 靜 朕 顋 粒 猷像，　 Ca

は 毛 細 ゴ［管顆 粒像，Cb は 毛 細 血 管蝶 行像

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


